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要         旨 

 本論文の目的は、舞踊経験者の中でもトレーニング法の確立されている

バレエダンサーを対象に,下肢の巧緻性とその背景にある神経生理学的特

性を明らかにすることであった。論文は主に２つの実験研究から構成され

た。第一の研究では、バレエダンサーの足底屈運動の随意運動の制御能力

を主動筋の活動特性から検討した。その結果、ダンサーの足底屈運動の関

節角度制御能力は高く、課題遂行中のヒラメ筋活動量の周波数分析からバ

レエ群の特徴が見出され、バレエ特有の足関節運動の繰り返しがヒラメ筋

運動単位の動員様式や発火頻度調節に変化を引き起こす可能性が示され

た。第二の研究では、長期的なバレエトレーニングによる中枢神経系の可

塑的変化を明らかにするために、対側一次運動野から脊髄運動ニューロン

を介してヒラメ筋に投射する皮質脊髄路の興奮性を検討した.その結果,

ダンサーの随意筋収縮中の皮質脊髄路の興奮性は対照群に比べて有意に

高く、長期的なバレエのトレーニングにより足底屈運動の主動筋であるヒ

ラメ筋の皮質脊髄路の興奮性が増大していることが示された. 

 審査では、舞踊という運動を生理学的手法により分析した先行研究が少

ないことから、その新規性および独創性が高く評価された。一方、仮説に

至る論の展開や2つの実験研究の関連性を更に明確にする必要性が指摘さ

れた。加えて研究成果の生理学的な背景についても詳細な説明が求められ

た。筆者は、審査委員会からの指摘を適切に修正するとともに、特に第二

の研究結果の持つ生理学的な意義については、先行研究の結果を踏まえて

長期のバレエ経験により脊髄より上位での中枢神経系での適応の可能性

を示した。 

 これらの修正を審査委員会は妥当なものとして評価した。公開発表にお

ける質疑も簡潔明瞭であった。以上の点から、本審査委員会は、本論文を

博士論文としての水準に充分達していると判断し、博士（学術）、Ph.D. in 

Exercise Science に相当するものと認めた。 
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